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止

国道185号

L=1.5m

【凡 例】

… 新設管

… 既設管
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水路横断(上越)

BOX W2200×H1500

土工①-1

L=0.6m

国道185号

φ150mm DIP-GX L=1.5m(1.5m)

配水管φ150mm DIP-GX布設工

L=1.5m(1.5m)

消火栓φ75

土工⑤ 土工③

L=4.0m

土工④

土工①-1

2
6

土工①-1  L=59.5m

L=4.8m

土工③  L=28.3m

L=4.7m

排水管φ75mm VLP

土工①-2  L=2.3m

2
4

L=3.3m(2.8m)

土工①-1

L=11.6m

土工①-1  L=162.6m

配水管φ150mm DIP-GX布設工 L=277.8m(275.6m)

国道185号 φ150mm DIP-GX L=277.8m(275.6m)
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車道車道

白線白線 白線 白線
空気弁

AsAsAsAs As

Sφ400HP

既設Wφ200 DA

(撤去)

NTT 6孔 2条3段

歩道

3,700 3,530

舗装復旧幅

2,020

24 24

車道 車道

白線白線白線白線白線 AsAs

既設Wφ200 DA

(撤去)

7
0
0

歩道

舗装復旧幅

1,820

H=0.70m

新設Wφ150 DIP-GX

7
0
0

2525

Sφ400HP

車道

既設Wφ200 DA

(撤去)

歩道

7
0
0

舗装復旧幅

1,930

H=0.70m

新設Wφ150 DIP-GX

27 27

2626

Sφ150VU

Sφ400HP 既設Wφ200 DA

(撤去)

NTT 6孔 2条3段

NTT 2孔 2条1段

As

車道 歩道

車道 車道

白線 白線 白線 白線AsAsAs

既設Wφ200 DA

(撤去)

Sφ400HP

歩道

7
0
0

舗装復旧幅

450
舗装復旧幅

1,870

3,780 3,530

舗装復旧幅

1,960

H=0.70m

新設Wφ150 DIP-GX

新設Wφ150 DIP-GX

(計画)

(計画)

(計画)

2828

舗装復旧幅 舗装復旧幅

1,000

既設Wφ200 DA

(撤去)

Sφ400HP

1,500

800

(計画)

3

As As

車道 車道 歩道

H=0.70m

新設Wφ150 DIP-GX
工水φ400

工水φ600

NTT 6孔 3条2段

工水φ600

工水φ400 Sφ150VU

NTT 6孔 2条3段

Sφ150VU工水φ600

工水φ400

NTT 6孔 2条3段Sφ150VU

(計画)
工水φ600

工水φ400

工水φ600

工水φ400

Sφ150VU

(計画)

工水φ600

工水φ400 NTT 6孔 2条3段

Sφ400HP

As

As

As

As

As

7
5
0

新設Wφ150 DIP-GX

H=0.75m

6

7
5
0

H=0.75m



GX形継手一体化長さ

設計水圧  P=1.3MPa

φ150×45°以下の曲管　　　　L= 1.0m

（ポリエチレンスリーブ有）
φ150管端部，仕切弁　　　　　L=18.3m

土被り    H=0.70m

φ150×22 1/2°以下の曲管　　L= 1.0m

GX-G 甲切管 φ150×4,041 ③

本設配管図(2)

φ150mm DIP-GX

(2)

※最小切管寸法の遵守

・切管を使用する場合は、次の最小寸法を下回らないようにすること。

※サンドエロージョン対策

・埋設物との離隔30cmが確保出来ない場合は、原則として水道管に

  ゴム板(ブタジエンゴム,t=2mm,W=350mm)を3重巻きし6mmの厚さとすること

・3重巻きが困難な場合は、耐摩板(ブタジエンゴム,t=6mm,W=330mm)を

  設置すること

Lp=1.0m

Lp=1.0m

(1)

(1)

T

既設Wφ200 DIP-GX

H A

Lp=1.0m

DP=0.75

G-Link×1

(2)

G-G 乙切管 φ150×1,638

  φ150 GX   甲切管 L=680mm，乙切管 L=770mm

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管φ150×φ75 7.5K・形式2

G-Link×1

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式)φ75×H150 7.5K

浅層埋設型急速空気弁φ25

(乙型) 7.5K

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

G-Link×1

GX 両受曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 直管 φ150×5,000×6本

GX 受挿し片落管 φ200×φ150

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管φ150×φ75 7.5K・形式2

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式)φ75×H150 7.5K

(乙型) 7.5K

浅層埋設型急速空気弁φ25

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管φ150×φ75 7.5K・形式2

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式)φ75×H150 7.5K

浅層埋設型消火栓φ75(単口･7.5K)

G-Link×1

GX 両受曲管 φ150×22 1/2°(HB)

3GX-G 乙切管 φ150×1,140

G-Link×1

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 直管 φ150×5,000×17本

4
6

(GX 二受T字管 φ200×φ150)

5
8
0

H=0.75用 (既設材転用)

ｺｱｴﾙﾎﾞ φ75(VB)

ｺｱｴﾙﾎﾞ φ75(VB)

ｺｱｴﾙﾎﾞ φ75(VB)

VLP切管 φ75×750

(ﾒﾀﾙｼｰﾄ仕切弁 φ150(7.5K))

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ撤去再設置

Lp=1.0m Lp=1.0m

3
0

2
0
0
2
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

8
3
0

180180

2,560

2,200

DL=0.00

□2200×1500

▽-0.18

▽+2.35

ゴム板

GX 曲管 φ150×5 5/8°(VB)
GX 曲管 φ150×5 5/8°(VB)

G-Link×1

GX 曲管 φ150×5 5/8°(VB)

A

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

Lp=1.0m

A

ｺｱｴﾙﾎﾞ φ75(HB)

VLP切管 φ75×500

VLP切管 φ75×1,550

G-Link×1

GX 両受短管 φ150

G-Link×1

GX 曲管 φ150×5 5/8°(VB)

1GX-G 乙切管 φ150×920

GX-G 乙切管 φ150×920 2

浅層埋設型急速空気弁φ25

(乙型) 7.5K

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式)φ75×H150 7.5K

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管φ150×φ75 7.5K・形式2

GX-G 甲切管 φ150×3,591 ②

(2)

GX-G 乙切管 φ150×1,638 5
6

GX-G 乙切管 φ150×1,001 4

GX-G 甲切管 φ150×2,500 ④

Lp=1.0m

G-Link×1

GX 両受短管 φ150

Lp=1.0m

GX 直管 φ150×5,000×1本

GX-G 甲切管 φ150×1,691 ⑤

3
4
0

9
6
0

(既設GX-G 乙切管 φ200×770)

(1)(1)

(1) (1)

：不平均力

Lp ：必要一体化長さ

※( )内の数字は、防護検討書の検討箇所を示す

(既設GX形継手取外し φ200 5口)

(既設鋳鉄管撤去 φ200×3,060)

Lp=18.3m

(3)

GX-G 甲切管 φ150×4,000 ①

（ﾓﾙﾀﾙ復旧 t=35cm）

VLP切管 φ75×450

ｺｱﾌﾟﾗｸﾞ φ75

(FCD合ﾌﾗﾝｼﾞφ150×φ75(7.5K･形式1))

A

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×2
GX 曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×1

A

Lp=1.0m

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

A

Lp=1.0m
(2)

G-G 乙切管 φ150×1,394 12

G-Link×2

GX 両受短管 φ150

G-Link×1



GX形継手一体化長さ

設計水圧  P=1.3MPa

φ150×22 1/2°以下の曲管　　L= 1.0m

φ150×45°以下の曲管　　　　L= 1.0m

（ポリエチレンスリーブ有）
φ150管端部，仕切弁　　　　　L=18.3m

φ150mm DIP-GX

本設配管図(1)

※サンドエロージョン対策

・埋設物との離隔30cmが確保出来ない場合は、原則として水道管に

  ゴム板(ブタジエンゴム,t=2mm,W=350mm)を3重巻きし6mmの厚さとすること

・3重巻きが困難な場合は、耐摩板(ブタジエンゴム,t=6mm,W=330mm)を

  設置すること

：不平均力

Lp ：必要一体化長さ

※( )内の数字は、防護検討書の検討箇所を示す

※最小切管寸法の遵守

・切管を使用する場合は、次の最小寸法を下回らないようにすること。

  φ150 GX   甲切管 L=680mm，乙切管 L=770mm

T

Lp=1.0m Lp=1.0m(1) (1) Lp=1.0m Lp=1.0m(1)

(2)

Lp=1.0m
(2)

A

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

G-Link×1

FCD合ﾌﾗﾝｼﾞφ150×φ75(7.5K･形式1)

ﾒﾀﾙｼｰﾄ仕切弁 φ150(7.5K)

ｺｱﾌﾟﾗｸﾞ φ75

GX 曲管 φ150×90°(HB)

GX 短管2号 φ150(7.5K・形式2)

GX 曲管 φ150×11 1/4°(HB)

GX 曲管 φ150×11 1/4°(HB)

G-Link×1

G-Link×1

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管φ150×φ75 7.5K・形式2

GX 直管 φ150×5,000×8本

G-Link×1

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管φ150×φ75 7.5K・形式2
GX 二受T字管 φ150×φ150

GX 両受ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ150

  4m以上離れた位置を掘削して行うこと
※切管作業は不断水簡易仕切弁より

GX-G 甲切管 φ150×1,831 ⑨

GX-G 乙切管 φ150×1,390

GX 直管 φ150×5,000×11本

13

GX 受挿し片落管 φ200×φ150

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

GX 曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×1

GX-G 乙切管 φ150×862

ﾌﾗﾝｼ蓋φ150 RF・7.5K

(仮設管撤去時)

不断水簡易仕切弁 φ200(DIP用)

(仮設時施工)

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式)φ75×H150 7.5K

(乙型) 7.5K

浅層埋設型急速空気弁φ25

(乙型) 7.5K

浅層埋設型急速空気弁φ25

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式)φ75×H150 7.5K

ﾌﾗﾝｼﾞ短管φ75×100(7.5K・形式2)

ﾌﾗﾝｼﾞ短管φ75×100(7.5K・形式2)

GX-G 甲切管 φ150×2,971 ⑩

4,000
※

GX 曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×1

Lp=1.0m

(2)

GX-G 乙切管 φ150×1,568

5
6

8
GX-G 甲切管 φ150×2,431 ⑦

Lp=1.0m

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

A

(2)

GX-G 乙切管 φ150×1,568 9

GX-G 甲切管 φ150×1,691 ⑧

10

3
0
0

1
,
0
0
0

土被り    H=0.70m

GX-G 乙切管 φ150×1,300 11

GX-G 甲切管 φ150×2,462 ⑥

GX-G 乙切管 φ150×1,890 7

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 両受曲管 φ150×22 1/2°(HB)

G-Link×2

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 曲管 φ150×45°(VB)
GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×2

GX 継ぎ輪 φ150

G-Link×2

G-Link×1

GX 両受短管 φ150

14G-G 乙切管 φ150×1,058

G-Link×1

GX-G 甲切管 φ150×3,870 ⑪

G-Link×1

A

A
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